






要旨:  「少子・高齢化社会」の進展の中で、高齢者対策のみならず少子化対策の比重を

高めていく必要があるが、今後はこうした「少子化対策の一環としての小児医療の充実」、

及び高齢者に比して遅れている総合的な「政策研究」を推進していく必要がある。当面の

政策課題として、1)「 障害」概念の拡大または難病等を有する小児に対する福祉サービ

スの充実、 2)遺伝相談等に関する情報ネットワークの構築、 3)診療報酬上の経済的支援

の充実、 4)小児医療に関する総合的な政策研究の支援が挙げられる。


